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 要 旨   

 

目的： 

文献的制約がある中ストリートチルドレンと薬物使用について公表された文献を基に収集

して解析を行った。 

 

方法： 

このメタアナリシスの基準に合致する文献を系統的に検索した。全体の薬物使用率と 95％

信頼区間（CI）は地域別および薬物別に生涯の薬物使用についてランダム効果モデルを用

いて算出した。 

 

結果： 

検索された 22カ国からの 50の研究報告についてレビューを行った。27の研究報告から得

られたメタアナリシスの結果からは生涯の薬物使用率は 60%（95%CI=51-69%）であった。

14 カ国からのストリートチルドレンに対する調査では吸入物質を使用した子供の割合は

47%（95%CI=36-58%）であった。本レビューによって、ストリートチルドレンの薬物乱

用に関連する HIV や致死率、身体的、精神的健康面でのアウトカムに関するデータの記述

など、論文間での乖離が大きいことが明らかになった。 

 

結論： 

十分な文献がない中で、ストリートチルドレンの生涯薬物使用率は高いことが報告された。

薬物としては吸入物質が最も多く、続いてタバコ、アルコール、マリファナの順であった。 
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